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1. 既設道路橋の現状

最近の橋梁損傷・落橋の事例

木曽川大橋（1963年竣工）の
斜材破断（2007年）

ﾐｼｼｯﾋﾟ川橋梁（1967年竣工）の
落橋（2007年）
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道路橋ストックの経年分布状況
（橋長15m以上・総数157,230橋）

この内、自治体所掌橋梁数：141,059橋（89.7%）

（国総研資料第693号） 4
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平成２２年４月１日現在、道路橋は、全長１５ｍ
を超える主要なものだけでも、157,230橋あり、その
構成材別内訳は下記のとおりである。

鋼 橋：約38.0％

ＲＣ橋：約16.4％

ＰＣ橋：約42.0％

構成材別橋梁箇所数比率
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（国総研資料第693号）

その他：混合橋約2.3％、
木橋・石橋等約1.3％

道路橋の架替え理由の分析
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（国総研資料第444号）

架替え実態の分析によって、橋の寿命を特定する。

道路橋の架替え理由構成項目の推移
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上部構造の
損傷
13.1%

下部構造の
損傷
1.7%

耐荷力不
足
5.2%

耐震対策
2.0%

その他
3.4%

改良工事
（道路線形、
河川改修、
都市計画）

46.4%

機能上の問
題

28.2%

道路橋の架替え理由（平成8年度調査橋梁数：1923橋）

１位「改良工事」

・道路線形改良

・河川改修

・都市計画

３位「上部工の損傷」

・壊れて使えなくなったケース

・輪荷重が直接載荷されるため、

損傷度は下部構造より大。

４位「耐荷力不足」
・将来壊れる可能性があるが

壊れていない。
2位「機能上の問題」

・幅員狭小（すれ違い困難）

・支間不足

・桁下空間不足

・交通混雑

橋の寿命の把握のためには、架替え実態の分析は重要である。

（国総研資料第444号）
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上部構造損傷による架替理由

平成18年度調査橋梁数：1342橋（内訳は鋼橋479橋、ＰＣ橋484橋、ＲＣ橋
334橋他）

鋼橋479橋の架替理由内訳

上部構造損傷内訳

注）その他は鋼材の亀裂、支承破損
等を示す。

（国総研資料）
8
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鋼橋の耐久年数

架替え鋼橋479橋（平成18年調査時）の供用年数分布

国総研資料第444号（平成20年４月）

この図から、こまめな補修対策を施こさない場合、
耐久年数は60年程度と言える。

9

鋼橋の箇所別損傷数

10

・主桁（桁端の腐食），支
承，伸縮装置→桁端部に損
傷が多い。
・着目部を設定することで
効率的な点検（維持管理）
が可能。

（道路橋の予防保全に向けた有識者会議資料’07.10より）

直轄13,000橋の点検結果
判定区分（国交省）

走行車両の衝撃

伸縮装置の短期破損が諸悪の根元

土砂，雨水の流れ落ち

土砂の堆積・雨水の滞水

閉鎖空間・狭隘・通気不良）

温度伸縮

桁端部劣化スパイラル

① 伸縮装置の劣化・損傷
② 閉鎖的空間・狭隘

→ 堆積物の滞留、 湿気の滞留
メンテナンス性の悪さ

③ 支承の固結（可動・回転拘束）
⇒ソールプレート前面き裂

などへ連鎖
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まとめ（道路橋梁の現状）

・高度成長期に建設された橋梁が、老朽化し、順次、
耐久年数（60年）を超過する。

・少子高齢化時代であり、社会資本整備のための公共
投資は抑えられる。

・平成18年までの架替実績の分析によると、架替理由
は陳腐化によるものが支配的であった。今後、腐食
等による老朽化が進展し、それを理由とする架替え
が増加する見込みである。

・桁端劣化スパイラルの解消が、焦眉の急である。
（高耐久性伸縮装置の開発、伸縮装置無しの橋梁構造の開発等）

12
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① 活荷重の増大

② 構造・形状

③ 材料・製作

④ 構成材の劣化

・想定外の交通量増と車輌の大型化（過積載車輌）

・不適切な構造詳細による応力集中

・繰返し応力による疲労破壊

・構成部材剛性の不足

・溶接欠陥、溶接残留応力の存在

・不適切な鋼材、溶接材料の使用

・部材の腐食

（断面減少による応力増加と応力集中の発生）

・支承部の機能不全（繰返し拘束応力の発生）

２． 鋼構造物の変状

変状の要因

13

主な項目

2.1 鋼構造物の変状の分類

（1) 疲労等によるわれ（き裂）

（2) 過大応力、事故、災害等による変形

（3) 高力ボルトの緩み、または脱落

（4) 鋼材の腐食

（5) 支承の損傷

(6) 床版の損傷

14一般社団法人 日本橋梁建設協会

(1)われ（き裂）損傷マップ

鋼構造物に発生するわれは、
繰返し応力による疲労破壊ある
いは過大な応力集中が作用する
ことによって部材接合部、切欠
き部に発生する。

また、溶接部の応力集中個所
を起点として生じる。

われは目視で明らかにそれと
分かるものもあるが、初期の段
階には線上の発錆や異様な塗膜
剥離として現れる。

15一般社団法人 日本橋梁建設協会

支承ソールプレートの溶接部

一般社団法人 日本橋梁建設協会

(2)われ（き裂）の事例

支承固結に伴い発生する局部応力の繰返しによる疲労き裂が原因

16
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補修前

補修後

亀裂

支承

ウェブ

下フランジ

支承ソールプレートの溶接部補修事例

当板補強

17

変状の概要

鋼構造物に発生する変形は、局部的に応力が集中すること
や繰返し応力を受けること、あるいは過大な荷重が作用した
ことなどにより部材が座屈する現象で、部材そのものが面外
変形することにより生じる。

薄肉鋼構造物の設計の進歩や積載荷重の重量化などにより、
この傾向は増加する方向にあり、補剛材の乏しい腹板や細長
比の大きな二次部材に発生し易い。

2.2 変形

18一般社団法人 日本橋梁建設協会

(1) 変形現象発生事例

19

①支承機能喪失に伴う軸方向圧縮力
によるウエブ座屈事例。

②鈑桁下フランジ座屈事例

③横桁ウエブの座屈事例

［補修方法］
適宜、拘束治具を設置し、プレ

スでの矯正および加熱矯正にて補
修する。

加熱温度は材質に影響しない限
度をキープすること。

変状の概要
滞水の多い桁端部や下フランジの接合部の高力ボ

ルトは、経年に伴いその塗膜が劣化し腐食が著しい
場合が多い。

高力ボルトの緩みは、振動しやすい部材に多く見
られる。また、施工時におけるボルトの締付け力の
不足や、部材間にある肌隙の存在など、接合不良に
起因している場合もある。

また、高力ボルト（Ｆ１１Ｔ以上）が突然脆性破
壊を起こすいわゆる遅れ破壊による脱落現象は看過
できない。

2.3 高力ボルトの緩み、脱落

20一般社団法人 日本橋梁建設協会

20
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(1) 髙力ボルトの緩み、脱落の種類

一般社団法人 日本橋梁建設協会 21

(2)Ｆ１１Ｔ高力ボルトの遅れ破壊

Ｆ１１Ｔと明記

ボルトメーカーマーク

遅れ破壊ボルト

22一般社団法人 日本橋梁建設協会

発生条件 ①F11T（昭和46年～52年製造・強度120Kgf/mm2）

②髙応力状態の持続
③腐食環境

同一ボルト群で複数破損が見つかれば、その箇所では継続する。

変状の概要

腐食の主な要因は、塗装劣化個所に水分と腐食性物質が作
用することによる。水分の供給源は、一般的に降雨と結露で
ある。

腐食性物質としては、大気中の亜硫酸ガスと海塩粒子等が
挙げられる。これらは地域や気候に関係が深く、工業地域や
海岸近くに位置する鋼橋において腐食の進行が早いのはこの
ためである。

腐食しやすい個所は伸縮装置からの漏水の多い桁端部、支
承部周辺、通気性の悪い連結部、泥、埃の堆積しやすい下フ
ランジの上面等である。

2.4 腐食による変状

一般社団法人 日本橋梁建設協会 23

(1)腐食損傷マップ

腐食しやすい個所は漏水の多い桁端部、支承部周辺、通気性の
悪い連結部、泥、埃の堆積しやすい下フランジ上面等である。

24一般社団法人 日本橋梁建設協会

2－6



損傷原因の推定

・伸縮装置からの漏水

・桁端部の通気不良

発生事例 ：桁端部、支承周り

端横桁

主桁

一般社団法人 日本橋梁建設協会

（2）桁端部の極端な腐食事例

25

発生事例 ：桁端部、伸縮装置

26一般社団法人 日本橋梁建設協会

非排水部が破損して
路面の水や土砂が漏
れる

止水ゴムの破断

（3）桁端腐食諸悪の根元（非排水伸縮装置の破損）

損傷原因の推定
・排水装置からの漏水

一般社団法人 日本橋梁建設協会

（4）主桁と対傾構および横桁交差部の腐食

②主桁と横桁交差部の腐食事例①主桁と対傾構格点の腐食事例

27

変状の概要

支承は、橋梁の上部構造より伝達される荷重を確実

に下部構造に伝える接点構造物であり、上部構造の伸縮、

回転、衝撃等の挙動を円滑に吸収する役割を持った極め

て重要な構造物である。

しかし、橋台、橋脚上の狭隘な箇所に設置されており、

一般に外観にふれることが少ない。

そのため、目視点検が主となるが、外観だけでは機能

の損傷度の判断が困難である。その結果、機能障害が

発生したまま放置されている場合が多い。

2.5 支承の損傷

一般社団法人 日本橋梁建設協会 28
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（１）損傷分類

損傷要因 項 目

経年によ
る老朽化

・シール、リング等の劣化（ゴム、ＰＶＣ
カバー）

・沓座コンクリート、充填モルタルの劣化
・上支承下面の表面処理の劣化（クローム

メッキ、スリップコート）
・摺動面鉄粉発生→錆発生、伝播の原因か？

維持管理
の不足

・滑動面、ころがり面への塵埃、異物混入
・排水装置、伸縮装置の不良により支承部

への漏水、土砂の侵入
・振動等によるボルト、ナットの緩み

29

(2)損傷の種類（その1）

30

一般社団法人 日本橋梁建設協会

(2)損傷の種類（その２）

31

損傷原因の推定

・地震による過大な水平移動

発生事例 ：ローラ逸脱

32一般社団法人 日本橋梁建設協会

(3)損傷事例１
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損傷原因の推定

・地震による過大な水平移動

発生事例 ：下支承立上り部破損

33一般社団法人 日本橋梁建設協会

(4)損傷事例２

損傷原因の推定

・地震による過大な水平移動

発生事例 ：上支承切欠き部の破損

34一般社団法人 日本橋梁建設協会

(5)損傷事例３

損傷原因の推定

・伸縮装置からの漏水

・塗装の劣化

発生事例 ：腐食

35一般社団法人 日本橋梁建設協会

(6)損傷事例４ (8)沓座モルタル破損事例

沓座モルタル破損の原因

・充填不十分（空隙有り）有り）。

・養生不足

・乾燥収縮（軽微クラック）

・設置時ライナープレート等
の腐食

・地震時水平力の影響
処置法

①樹脂注入による破損止め
②モルタル除去、ライナープレート除去後再充填。
③ジャッキアップによる完全はつり、新規打設。

・活荷重による振動の影響

36

2－9



2.6 その他の損傷

37一般社団法人 日本橋梁建設協会

舗装の局部的損傷 原因：
鋼床版デッキプレート
に発生した疲労き裂

(1) 鋼床版路面舗装損傷

鋼床版デッキプレート疲労き裂

38

39

路面地覆の段差

伸縮装置表面の段差

原因：
補剛桁ゲルバーヒンジ部ウエブ
に発生したクラック

(2)段差発生（地覆および伸縮装置）)段差

塗膜内で腐食進行，孔食

補修塗装（超厚膜形エポキシ樹脂塗料
300μm～2mm）施工

塗膜のうきが見受けられ
除去し、腐食進行確認

原因
・補修塗装時の素地調整不良

(3)塗膜内側での腐食

40
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写真：日経コンストラクションホームページより

ステンレス管の内部を見ることができ
なかったうえ、「異種金属接触腐食」
（鉄とステンレス）が生じ、鋼棒断面が
欠損から破断した

腐食による破断状況

千葉県君津新橋

千葉県君津新橋：1973年竣工、2008年発見、2009年11月全量取替え完了

(4)ＲＣローゼ橋吊り材破断事例

保護管

保護管

保護管

41

2.7 ＲＣ床版の損傷

(1)床版ひび割れ評価区分
留意点：ｄ,eに至らないよう、b,c段階にて、こまめに補修する。

区分ｂの事例

区分ｃの事例

区分ｄの事例

区分ｅの事例

42

(2) 床版下面の遊離石灰発生状況

43一般社団法人 日本橋梁建設協会

区分ｅの事例

44一般社団法人 日本橋梁建設協会

(3) 床版下面の鉄筋露出

区分ｅの事例

2－11



発生事例 ：塗装劣化

45一般社団法人 日本橋梁建設協会

2.8 塗装の劣化

(1)塗装面に繰返し作用する水や空気、日射などの影響により、塗膜は
表面から消耗していくため、定期的に塗替えを行う必要がある。

(2)塗替えでは旧塗膜と新塗膜との付着が重要である。付着力を確保す
るには、塗替え前に素地調整を行い、防錆効果を失いもろくなって
いる死膜やさびを除去し、防錆効果を失っていない活膜のみ残すよ
うにする。

(3)特に、さび発生部分は鋼材面が露出するまで研掃するなどの確実な
素地調整が重要である。

(4)付着塩分量の多い環境での塗替えに際しては、まずは旧塗膜表面の
塩分を水洗いなどにより確実に除去することが重要である。

塗装塗替え留意点

46

3 補修・補強工事の施工方法

3.1 トラス斜材破断

［損傷原因］
・ 地覆コンクリートと斜材の境から雨水が浸

透し、斜材が腐食した状態で過積載車両の
重交通の繰り返しによる疲労によって破断
に至ったと推定される。

47

［留意点］
ジャッキ位置の格点反力によって、健全な

斜材に想定外の圧縮力が作用するため、事前
の対策検討がポイントである。

［補修手順］
破断箇所の近傍のトラス格点を架台で受け、
ジャッキアップ後、破断箇所に孔あけし、
当て板補強の後、ジャッキダウンする。

補修完了後の状況

48
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支承直近位置での仮受け工法 ベントによる仮受け工法

(1)ジャッキアップ設備の設置

49一般社団法人 日本橋梁建設協会

油圧ジャッキ設置状況

3.2 支承

ベースプレートへの溶接接合 アンカーボルトスリーブ接合

(2)既設アンカーボルトの再利用

50一般社団法人 日本橋梁建設協会

ベースプレート溶接接合 施工事例

51一般社団法人 日本橋梁建設協会

アンカーボルト 高さ調整用ボルトベースプレート

フローチャート

補修内容

52一般社団法人 日本橋梁建設協会

(3)上沓の交換事例

2－13



支承取替工事の施工例：上沓の交換

②上部工ジャッキアップ ③旧上沓の撤去

53
④交換用上沓の寸法確認 ⑤延長ソールプレートの溶接 ⑥作業完了

①足場組立て

既設支承

支承取替工事の施工例：免震型ゴム支承に交換
高力黄銅支承板支承をベースプレート溶接固定型の免震型ゴム支承に交換した事例である。
最近では耐震性向上を目的に免震型ゴム支承に交換する工法が主流である。

54一般社団法人 日本橋梁建設協会

(4)支承の交換事例

ゴム支承据付け

沓座モルタル
はつり

既設支承撤去、ア
ンカーボルト存置

既設モルタルはつり

既設沓撤去

3.3 伸縮装置

(1)伸縮装置の損傷原因

55

(2)伸縮装置の代表的な損傷事例

鋼製フィンガーの破断

破断

56一般社団法人 日本橋梁建設協会
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伸縮装置の取り替え手順
取り替え時現場状況
（車線毎の施工）

57

(3)伸縮装置の取り替え事例 橋建協では伸縮装置の寿命30年と設定、

その都度取替えが前提である。

フィンガー破断部
応急補修事例

フェースプレート部分破損
応急補修事例

58

(4)伸縮装置の応急処置事例

3.4 床版補強

(1)床版補強法の種類

59一般社団法人 日本橋梁建設協会

鋼板接着工法

60

カーボン繊維ｼｰﾄ接着工法

床版補強工事状況

上面増厚工法
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(2)床版取替え工法

ＲＣ床版以外の床版タイプ

61

(3) 床版取替え工法：合成床版への取替え状況

62一般社団法人 日本橋梁建設協会

・足場材がパネルのため、組立て・解体の工程
短縮が可能

・パネル足場は様々なタイプがある。重量物
の荷取り、運搬が必要な場合、耐荷力の照
査必要→橋建協発刊「足場工・防護工施工
計画の手引きH23.4」参照。

4.1吊り足場（パネル足場）

パネル吊り足場 橋脚周り足場

注）ＳＫパネル カタログより引用

４．メンテナンス関連技術情報

63

運搬設備

運搬ローラー

角パイプをレールとした運搬台車 角パイプ

一般社団法人 日本橋梁建設協会 64
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従来の吊足場計画の対象荷重
は100Kg以下であるが、この
手引きでは500Kgの重量を加
味した設計編を追加した。

重量物用パネル足場の計画手引き

橋建協では左記の書籍「足場工・防
護工の施工計画の手引き（平成23年
４月版）に重量物取扱い用パネル足
場の計画編を追加して発刊している。

内容の骨子

65

吊り足場（ＦＲＰ）

・電気絶縁性のある足場材
・主に高圧線に近接する場所に

使用される

ＦＲＰパイプ使用

注）コンポーズパイプ カタログより引用

66一般社団法人 日本橋梁建設協会

探触子

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ超音波探傷器

垂直探傷 斜角探傷

67

4.2 超音波探傷検査（ＵＴ）

【従来方法】

従来方法の場合、横波SV波であり、溶接止端部で超音波が散乱し、エコーが乱れる。

［探傷検査に用いる超音波波形の影響］

ｸﾘｰﾋﾟﾝｸﾞ探触子

ｸﾘｰﾋﾟﾝｸﾞ波（縦波）

横波

ＳＨ探触子

振動子
横波(SH波)

クリーピング波の特徴

表面近くを伝播する縦波であり、
表面近傍の亀裂の探傷性能に優れ
ている。鋼床版Ｕリブ済み肉溶接
部の欠陥探傷に用いる。

クリーピング波による探傷

ＳＨ波の特徴

表面近くを伝播する横波であり、
水平方向への粒子が振動伝搬する。
クリーピング波同様に表面近傍を
探傷する方法である。探触子より
直接横波を発生し、溶接止端部の
超音波の散乱を低減できる。

ＳＨ波による照明柱の地中
部腐食検出事例

ＳＨ波による探傷

68
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4.3 超音波によるアンカーボルト定着長計測

キャリブレーション 定着長計測状況
69

実体視画像 サーモグラフィー画像

着目縦リブのみ温度が低い
（滞水の可能性）

70一般社団法人 日本橋梁建設協会

4.4 サーモグラフィー

(2)熱弾性を利用した応力測定

部材に発生するひずみに応じた温度変動を検出

することによって、応力測定を行う。

(1)各部の温度測定による変状検出

ブラスト処理【従来方法】

・設備が大がかりになる

・細部は動力工具処理が必要

施工状況 施工完了

4.5 塗装剥離ツール

71

はく離剤塗布処理（インバイロワン工法）

・主成分は高級アルコール。
・塗膜に浸透し、塗膜を軟化させる。
・塗装の粉が飛散しない。
・塗装系Ａ（フタル酸樹脂系）、塗装

系Ｂ（塩ゴム系）に実績多い。
・環境に優しい。

塗布後２４時間経過 塗膜除去状況

塗膜回収状況 注）写真は製品ホームページより引用

72一般社団法人 日本橋梁建設協会

特徴
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4.6 高力ワンサイドボルト

部品構成

国土交通大臣認定

締付け手順 断面詳細

［ハック髙力ワンサイドボルト］の事例

73

補強板

ハック髙力ワンサイドボルトで
締付け

専用締付工具 施工事例

ハック髙力ワンサイドボルト

74一般社団法人 日本橋梁建設協会

・片面のみから施工可能なボルト

・継手性能や設計等で従来の高力ボルト

と同様の取扱いが可能(Ｍ２４ボルト

でＭ２２Ｆ８Ｔと同程度の締付け軸力

が得られる)

アンカーボルトの施工に際し、下
部構造への削孔作業が必要となるが
、現在ではダイアモンドコアドリル
による削孔が一般的である。

ダイヤモンドコアドリル穿孔状況

75

4.7 コンクリート脚へのアンカーボルト孔削孔

鉄筋探査方式は下記２種類ある。

①電磁誘導法：
かぶり150mmが限界。精度は高い。

②電磁波レーダー法：
かぶり300mmまで有効。空洞、塩ビ管
等測定可能

［鉄筋探査］

電磁誘導法 電磁波レーダー法

［穿孔作業］

削孔時の配筋との干渉回避の工夫

削孔時の配筋と干渉を避けるため、以下の方法等の工夫が必要である。

施工フローチャート

パイロットホール
による鉄筋確認

メタルセンサーコードリール

76

他工法の検討

動作原理（カタログより）：
・電動工具の刃先が「接地してある鉄筋」に接触し

た場合に検知できるように、人体に影響ない微小
電流が流れる。これが、コンクリート内の鉄筋に
刃先が接触した時に、センサーが感知して電源を
遮断する（漏電遮断機内蔵）。

・コンクリートのひび割れが多く、コアドリルに使
用する水が漏水しやすい箇所は、頻繁に漏電して
遮断するため使用に難点がある。
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無水式コアドリル

・コンプレッサーによる圧縮空気を除湿器を通してエアクーラー
から冷風ノズルへ送り、マイナス２５℃の超低温冷風でコアビ
ットを冷却する

・水を使用しないため、のろの回収・処理の必要が無い

社団法人 日本橋梁建設協会 77

補修用低高油圧ジャッキ

補修用ジャッキ

78一般社団法人 日本橋梁建設協会

4.8 油圧ジャッキ

・油圧が抜けても下がらないように、
安全ロックが付いている

・狭隘な箇所でも使用出来るよう、機高
を低くしている

・機高が低い分ジャッキのストロークは
短い（20～30㎜程度）

補修用低高油圧ジャッキ

概要： 狭い空間で使用できる安全ロック付きジャッキです。
オイルが抜けても下がらないため、伸縮装置の交換時に適してい
ます。

大阪ジャッキＨＰより

79一般社団法人 日本橋梁建設協会

仮受け機能付き油圧ジャッキ

概要： わずかな隙間があれば扛上が可能、扛上後はストッパー
で機械的に高さを固定し、橋桁を安定させる。

機材名；トライアップジャッキ

一般社団法人 日本橋梁建設協会 80
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減速ギア式楔型ジャッキ装置

概要： トルク入力による減速ギヤ式ジャッキシステム、反力が
長期に作用しても楔が後退しない安全性がある。

機材名；トルクアップジャッキ

81一般社団法人 日本橋梁建設協会

超薄型フラットジャッキ

一般社団法人 日本橋梁建設協会

厚さ：25mm～36mm

直径：130mm～700mm

揚力：78kN～3924kN

82

4.9 バキュームブラスト

バキュームブラストは、噴射ノズルと回収ホースが一体となっ
たブラストガンを使用し、塗面のはく離時、研磨材・粉塵を飛散
させず吸収回収するブラスト工法である。

一般社団法人 日本橋梁建設協会 83

まとめ

84一般社団法人 日本橋梁建設協会

・鋼構造物の変状は、疲労と腐食が主な原因である。

・補修・補強の計画時には、現地の状況に即した、施工可能
な工法を追求せねばならない。

・また計画時には、ライフサイクルコストも考慮し、長期に
わたる経済性を検討する必要がある．

・常に最新技術情報と向合い、最良な工法を選定することが、
肝要である。

・補修・補強を実施しない場合の“つけ”は、後に第３者被
害をもたらすことを念頭におき、必ず適切な時期に実施せ
ねばならない。
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5．橋建協の提言

インフラ老朽化の現状および対策

①米国の現状

・1967年シルバー橋落橋を端緒とし、各所の老朽化インフ

ラの存在が顕在化した。
・1980年代に「荒廃するアメリカ」が叫ばれ、早期対策
実施ムードとなった。
・しかし、ミネソタのトラス落橋等の次々に新たな老朽化
橋梁が出現し、かつ新規建設要望も大となり、具体工事
は遅滞した。このため、早期対策は現時点でも、喫緊の
課題であり、未解決状態である。
・2013年２月オバマ大統領「Fix-it-First」を提唱、新設
よりも「まず補修」ということで、予算の優先割当てを
提案。積極的なインフラ保全活動を展開中。

85

橋梁経年分布（2010年時点）

②我国の現状

自治体所掌道路橋ストック数：141,059橋（総数の89.7%）

86

所定点検要領に基づく点検：自治体所掌の93%が完了
長寿命化修繕計画 ：自治体所掌の69%が完了

点検状況（橋梁数ベース）

自治体の長寿命化対策の実態

（国交省ＨＰより）

修繕計画策定状況（橋梁数ベース）

87

要補修判定の橋梁数：60,704橋（43%）

補修実施済み橋梁数： 6,476橋（11%）

自治体の長寿命化対策実施状況

国土交通省「道路橋の長寿命化に関する取組状況について」

88
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通行規制中の橋梁数：1.381橋（H25.4時点）

通行止め橋梁：232橋、通行規制橋梁：1,149橋

（国交省ＨＰより）

平成24年５月浜松市の吊橋
「原田橋」の主ケーブル切
断事故、「第１弁天橋」の
主ケーブルアンカー部定着
ロッドの破断事故等にみら
れるように、今すぐ対策を
進めなければ手遅れになる。
早急な対応が必要である。

89

こまめな対策で長寿命化の実現

90

・老朽化対策に最優先の公共投資を！

・補修・更新（架替え）の区分を明確に！

・通行規制中橋梁1.381橋の早急な対策を！

「荒廃する日本」を避けるために

橋建協は長寿命化の実現に貢献します。
91

・Fix-it-First（まず、補修）の実践！

鋼橋についてのご質問は

まずは、

ホームページへ。

ご覧になってください

もっと、詳しく

お知りになりたいとき

鋼橋のＱ＆Ａ

92
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お気軽にメール

をどうぞ

橋の相談室

お気軽にメール
をどうぞ

93

一般社団法人 日本橋梁建設協会

ご清聴ありがとうございました．

94
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